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２．実地調査・実地研修・撮影の概要（１１）京丹後市立郷土資料館

京丹後市立郷土資料館（京都府京丹後市網野町郷55）

◆博物館種別：指定施設申請中

◆公式HP：京丹後市の公式WEBサイト＞京丹後市立郷土資料館

◆開館時間：午前9時30分～正午（ただし、入館受付は午前11時30分まで）、午後1時～午後4時

◆休館日：火曜日・水曜日・金曜日・日曜日、年末年始

◆入館料：（個人）大人190円、小中学生90円、小学生未満無料

（団体：15人以上）大人120円、小中学生50円、小学生未満無料

施設の基本情報

1.京丹後市立郷土資料館の状況

◆京丹後市の公式WEBサイト＞京丹後市立郷土資料館の

収蔵品紹介にて一部紹介されている。

◆戦時中のチラシ画像と概要

京丹後市立郷土資料館 収蔵品紹介 戦時中のチラシ／京丹

後市

◆京丹後市立郷土資料館 収蔵品紹介 丹後大震災の記憶

京丹後市立郷土資料館 収蔵品紹介 丹後大震災の記憶／京

丹後市

2.デジタルアーカイブの取組み（これまで）

元小学校の一部を施設に利用

地域の家々から日々失われゆく民具などの資料を収集し、衣食住に関するものや農具を中心に漁業・林業・織物業・古文書などを
民俗資料を中心に約1,000点を展示している。

公開状況

▲戦時中のチラシ画像と概要

▲京丹後市立郷土資料館外観

▲丹後大震災の記憶

https://www.city.kyotango.lg.jp/kyodoshiryokan/menu/shuzohin/2630.html
https://www.city.kyotango.lg.jp/kyodoshiryokan/menu/shuzohin/2630.html
https://www.city.kyotango.lg.jp/kyodoshiryokan/menu/shuzohin/2631.html
https://www.city.kyotango.lg.jp/kyodoshiryokan/menu/shuzohin/2631.html
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３. 常設展示室

２．実地調査・実地研修・撮影の概要（１１）京丹後市立郷土資料館

衣食住に関する民具や農具を中心に漁業・林業・織物業・古文書
など、民俗資料が多い。また、丹後震災に関する資料として、被
災した時計や仏像、写真、記録文書なども所蔵されている。

①養蚕と織物の部屋
京丹後地方では昭和20年ごろまで養蚕が行われて
いた。蚕を育てその繭から生糸を作り、機にかけ
られるまでを道具と共に展示。

②しわ榎
京丹後市網野町に伝わる
浦島伝説に登場するしわ榎を展示。

⑦農具の部屋
機械化されるまで使われていた農耕具を中心に展示。

③企画展示、丹後震災の記憶コーナー
震災写真や被災した仏像、焼銭などが展示。

⑤くらしの部屋2（仕事用具など）
漁業や商売モノ作りなど

しごとの道具を展示。

④くらしの部屋1（生活用具など）
昔はどこの家にもあった懐かしい
暮らしの道具を展示。

⑥学びと遊びの部屋
明治から昭和にかけて小学校に使われてきた教科
書や机の他、子供たちの遊び道具を展示。

４．所蔵資料の特長
民具・農具 被災物 写真 古文書
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２．実地調査・実地研修・撮影の概要（１２）京丹後市立丹後古代の里資料館

◆博物館種別：指定施設申請中

◆公式HP：京丹後市の公式WEBサイト＞京丹後市立丹後古代の里資料館

◆開館時間：9：30～16：00

◆休館日：火曜日、年末年始 ※ただし火曜日が祝日の場合は開館し、代わりに直後の平日を休館

◆入館料：（個人）大人290円、小中学生150円

（団体：15人以上）大人190円、小中学生90円

施設の基本情報

1.京丹後市立丹後古代の里資料館の状況

2.デジタルアーカイブの取組み（これまで）

赤坂今井墳墓で発見されたガラスなどで作られた豪華な頭飾りをはじめ、扇谷遺跡で見つかった近畿最古の鋳造鉄斧など「丹後王国」の世界を
実感できる展示がされている。日本海側最大の網野銚子山古墳から出土した丹後地方特有の丹後型円筒埴輪や、屋外には竪穴式住居や高床式倉
庫など、弥生時代の村を復元展示している。

▲京丹後市立丹後古代の里資料館外観

京丹後市立丹後古代の里資料館（京都府京丹後市丹後町宮108）

公開状況

▲令和4年度丹後古代の里資料館
企画展示1「海の代官所と太刀宮文書

～久美浜代官所から久美浜県へ～」概要

▲平成30年度丹後古代の里資料
館企画展示2「丹後震災を描く」

▲丹後古代の里資料館展示ガイド
『丹後王国の世界』価格：800円
資料館の常設展示や丹後王国が

できるまでを詳しく解説

刊行物

◆過去の企画展示

京丹後市の公式WEBサイト内にある、京丹後市立丹後

古代の里資料館の案内ページにて、平成17年からこれ

まで過去に実施した企画展示の概要と共に、一部の作

品画像が掲出されている。

◆デジタルアーカイブサイト：なし
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３. 常設展示室

２．実地調査・実地研修・撮影の概要（１２）京丹後市立丹後古代の里資料館

※展示室内の撮影が行えなかったため、
京丹後市のHP及びパンフレットの内容を掲載しています。

４．所蔵資料の特長

主に「丹後王国」の成立から消滅、丹
後国誕生までの歴史がわかる考古遺物
を中心に所蔵。また、京丹後市内の所
蔵庫が本館のみであるため、丹後震災
に関する資料等、考古に限らず他多く
の資料も所蔵されている。

丹後古代の里資料館 パンフレット

▲常設展示室内（1、2）

▲常設展示室内（６、７）

＜展示構成＞
1.縄文人の生活
2.米つくりのはじまり
3.丹後王国の成立前夜
4.丹後王国の成立

5.丹後における古墳時代のはじまり
6.丹後王国の隆盛
7.丹後王国の衰退
8.丹後王国の消滅
9.丹後国の誕生

古文書
写真（集）

巻物

https://www.city.kyotango.lg.jp/material/files/group/43/tangokodainosatosiryokan-mituori-panfu_nyuukannryousyuuseigo.pdf
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現地調査：2025年11月11日（火）実施

２．実地調査・実地研修・撮影の概要 (11)京丹後市立郷土資料館／(12)京丹後市立丹後古代の里資料館

◆参加者
・京丹後市教育委員会 文化財保存活用課 奥 勇介主任 氏

◆概要（撮影対象資料とご要望）
1. 対象資料について
・主に震災関連資料
資料の種類（一例）：
⚫ 絵葉書・写真帳（震災被害や復興の様子）
⚫ 稲葉家関連文書（寄付金・感謝状など）
⚫ 小林善九郎関係資料（復興局勤務時代の広報誌に直筆サインあり）
⚫ 丹後震災記念館関連書類（財団法人時代の記録）
⚫ 掛け軸・図面類（長尺のものがあり、撮影方法検討必要）
⚫ 京都府発行の震災報告書（昭和3年刊、詳細な被害・復興記録）

2. 撮影場所
・郷土資料館２Fの和室を資料保管場所・準備室とし隣接の部屋を写場とする。

資料数も少なく、持ち運びが可能だと思われるため、丹後古代の里資料館の
資料を郷土資料館へ移動し、実地研修と撮影を１か所で実施する。

・施設には暖房がないため、冬季の作業は要注意。

3. 普段の撮影と機材
・撮影は主に担当者が個人所有機材で行っている。
・カメラは個人所有の物を使用している。
・古い三脚と照明（LEDに交換）が丹後古代の里資料館にある。

4. 文化遺産オンライン登録
・京丹後市郷土資料館、丹後古代の里資料館ともに未登録。

5. 撮影対象資料の状況
・慰霊祭物品は用途や構成が不明なため、撮影時の配置検討が必要。
・書籍は表紙と見開きページ一部を中心に撮影し、全ページ撮影しない代わり

に他の資料撮影に時間を割く。
・個人情報を含む資料は公開範囲を制限（表紙のみオンライン公開など）。
⇒当事業においてDNPが情報取得しないことを後日伝達。

▲現地調査打合せの様子
資料の保管場所

6. 撮影課題・検討事項
・大型資料の撮影方法（平置き・吊り下げなど）。
・アクリル板、ガラス板使用時の資料折れ部分の扱いの問題がある。

7．実地研修と撮影の考え方

・実地研修は小、中型の資料を中心に実施し、大型資料はDNPで撮影する方針。

・撮影対象の優先順位を検討し、実地研修と撮影スケジュールをDNPにて作成 。

▲撮影場所の教室：元小学校施設

▲資料の確認：絵画 ▲対象資料の確認：丹後震災時の写真

▲現地調査打合せの様子 ▲対象資料の確認：丹後震災時の写真

●京丹後市立郷土資料館

●京丹後市立丹後古代の里資料館

※京丹後市立郷土資料館と京丹後市立丹後古代の里資料館は両施設同日に現地調査を実施。




